
源
地
区
住
民
自
治
協
議

会
は
、
栗
源
地
区
地
域

ま
ち
づ
く
り
計
画
に
基
づ
き
、

環
境
、
福
祉
、
防
災
、
広
報
な

ど
８
つ
の
実
施
事
業
を
計
画
し
、

各
実
行
委
員
会
が
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
環

境
美
化
事
業
の
一
つ「
栗
源
桜

の
名
所
め
ぐ
り
」で
す
。
こ
の

事
業
は
、
栗
源
中
学
校
周
辺
の

桜
ヶ
丘
に
桜
の
苗
木
を
植
え
て

環
境
美
化
に
努
め
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
栗
源
さ
く
ら

の
会
と
連
携
し
て
取
り
組
む
も

の
で
す
。
10
年
ほ
ど
前
か
ら
栗

源
さ
く
ら
の
会
は
独
自
で
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
住
民
自
治
協

議
会
が
発
足
し
た
こ
と
で
地
域

を
巻
き
込
ん
で
活
動
の
充
実
を

図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
恒
例
に
な
っ
た
お

花
見
広
場
を
4
月
5
日
に
栗
源

中
学
校
そ
ば
の
広
場
で
開
催
。

メ
イ
ン
会
場
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
3
団
体
に
よ

る
模
擬
店
が
出
店
。
お
腹
を
満

た
し
た
後
は
、
桜
の
森
を
通
り

抜
け
、
栗
源
小
学
校
の
欅け
や
き

の

部
屋
に
向
か
う
と
、
写
真
用
の

額
作
り
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
住
民
自

治
協
議
会
の
高
齢
者
福
祉
の
充

実
事
業
の
同
日
開
催
で
す
。
お

花
見
に
参
加
し
た
高
齢
者
は
、

新
た
な
企
画
に
も
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
、
交
流
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
が
行
っ
て
い
た
既
存

の
活
動
を
住
民
自
治
協
議
会
が

支
援
す
る
こ
と
で
、
財
政
的
な

支
援
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
イ

ベ
ン
ト
参
加
者
の
増
加
や
環
境

美
化
活
動
へ
の
地
域
住
民
の
積

極
的
な
参
加
も
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。〝
地
域
の
た

め
に
〞と
い
う
意
識
も
生
ま
れ

つ
つ
あ
り
、
今
後
の
活
動
に
も

意
欲
が
わ
き
ま
す
。

　

発
足
後
3
年
、
住
民
自
治
協

議
会
の
知
名
度
は
ま
だ
ま
だ
低

い
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
皆
さ
ん
の
お
知
恵
と
お
力
を

拝
借
し
て
、
地

域
に
根
差
し
た

活
動
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と

協
議
会
委
員
一

同
は
考
え
て
い

ま
す
。

自
分
の
身
を  

そ
し
て
ま
ち
を

自
分
た
ち
で
守
れ
る
よ
う
に

市
民
協
働
最
前
線

ひ
と･

ま
ち･

あ
し
た
を
つ
な
ぐ

 

髙た
か

𣘺は
し　

靜し
ず

江え（
助
沢
）

【
協
議
会
会
長
】

栗源地区住民自治協議会

　　　　   生まれつつある
“地域のために”という意識

設立年月：平成23年10月
会長：髙𣘺　靜江（助沢）

◀平成26年4月の
「お花見広場」

回
の
防
災
訓
練
は
、
い

く
つ
か
の
内
容
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
中
で

も「
心
肺
蘇
生
法
・
A
E
D
取

扱
訓
練
」に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
皆

さ
ん
を
見
て
、

救
護
に
対
す

る
意
識
の
高

さ
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

　

災
害
は
い

つ
発
生
す
る

か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
特
に

地
震
災
害
↘

で
は
、
健
康
な
人
で
も
要
援
護

者
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
一
人
ひ
と
り
が
認

識
し
て
、
普
段
か
ら
家
族
や
ご

近
所
、
地
域
の
方
々
と「
備
え
」

に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を
つ

く
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

防
災
訓
練
と
し
て
は
今
回
が

２
回
目
と
な
り
ま
し
た
が
、
訓

練
に
は
①
初
期
消
火
訓
練
、
②

避
難
訓
練
、
③
救
出
・
救
護
訓

練
、
④
情
報
収
集
・
伝
達
訓
練
、

⑤
炊
き
出
し
訓
練
、
⑥
防
災
資

機
材
の
取
扱
訓
練
、
⑦
図
上
訓

練（
防
災
マ
ッ
プ
作
成
）、
⑧
避

難
所
運
営
訓
練
な
ど
が
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後
も
訓
練
内
容
を

明
確
に
し
て
、
実
施
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
訓
練
を
き
っ
か
け

に
、
正
し
い
知
識
や
技
術
を
習

得
す
る
こ
と
で
、
ど
ん
な
災
害

に
対
し
て
も「
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
」、
そ
し
て
自
分
の

安
全
が
確
保
で
き
た
ら
、
ご
近

所
や
地
域
の
方
々
と
互
い
に
協

力
し
て
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
を

守
れ
る
活
動
が
で
き
る
、
そ
ん

な
心
強
い
安
全
・
安
心
な
新
島

地
区
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

 

榊さ
か
き

原ば
ら　

廣ひ
ろ
し【
協
議
会
会
長
】

　

湖
東
・
新
島
小
学
校
の
学
校

再
編
を
視
野
に
両
地
区
一
体
と

な
り
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
設

立
。「
大
人
が
変
わ
れ
ば
、
子

ど
も
も
変
わ
る
」を
基
本
理
念

と
し
て
、「
官
民
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」に
取
り
組
み
、

「
安
全
・
安
心
な
、
地
域
と
人

が
か
が
や
く
近
未
来
の
創
造
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
一
つ
、
地
域
と
学

校
が
一
体
と
な
っ
た
防
災
訓
練

の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

新
島
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

設
立
年
月
：
平
成
23
年
12
月

会
長
：
榊
原　

廣 （
加
藤
洲
）

▲平成26年7月の防災
訓練「救命救急の実践
講習」

 

清き
よ
か
わ川　

誠ま
こ
と （
加
藤
洲
）

 

【
生
活
環
境
部
会
長
】

　

お
お
む
ね
小
学
校
区
単
位
で
地
域
の
身
近
な
課
題
や

活
性
化
策
な
ど
を
話
し
合
い
、
解
決
に
向
け
て
の
活
動

な
ど
が
幅
広
く
実
施
で
き
る「
住
民
自
治
協
議
会
」と
い

う
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。
現
在
17
の
協
議
会
が
設
立
さ

れ
、
計
画
を
た
て
て
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
各
協
議
会
の
多
岐
に
わ
た
る
活
動
の
一
例

を
、
活
動
し
て
い
る
皆
さ
ん
自
身
に
写
真
と
共
に
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
す
。

（
今
後
も
順
々
に
各
協
議
会
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
次
回
は
来
春
掲
載
予
定
で
す
）

栗

今

住民自治協
議会

現場リポートFile 1

平成26年9月1日 2広報かとり特集　市民協働最前線



Q日ごろはどんな広報活動を？

森
山
城
跡
を

住
民
が
憩
え
る
自
然
公
園
に

見
川
東
地
区
は
、
昔
、

森
山
村
と
言
わ
れ
、
そ

の
名
前
は
中
世
に
築
城
さ
れ
た

森
山
城
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

ま
た
東
小
学
校
の
応
援
歌
に
も

「
森
山
城
跡
長
山
の
…
」と
あ

り
、
区
民
だ
れ
も
が
そ
の
存
在

を
知
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

城
跡
の
規
模
や
構
造
、
ま
た
城

主
に
つ
い
て
知
る
者
は
少
な

く
、
篠し
の

竹
や
雑
木
な
ど
に
覆
わ

れ
そ
の
姿（
空か
ら

堀ぼ
り

、
土ど

塁る
い

）は
、

篠
竹
を
か
き
分
け
て
進
ま
な
け

れ
ば
見
ら
れ
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
ひ
と
・
交
流
部
会
で

は
、
こ
の
歴
史
的
に
貴
重
な
財

産「
森
山
城
跡
」を
東
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
の
柱
と
し
て
展
開
す

る
こ
と
と
し
、
本
年
度
は
森
山

城
跡
保
全
・
環
境
整
備
事
業
、

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
二

つ
の
事
業
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

森
山
城
跡
保
全
・
環
境
整
備

事
業
は
、
篠
竹
な
ど
の
伐
採
を

し
、
空
堀
や
土
塁
な
ど
の
見
学

が
で
き
る
よ
う
整
備
し
、
伐
採

後
の
耕
作
放
棄
地
に
は
農
作
物

の
栽
培
や
景
観
植
物
の
植
栽
、

山
林
や
雑
地
に
は
梅
や
桜
な
ど

花
木
の
植
栽
、
ま
た
案
内
板
や

休
憩
所
と
し
て
テ
ー
ブ
ル
や
ベ

ン
チ
の
設
置
な
ど
も
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
事

業
は
、
森
山
城
跡
の
耕
作
放
棄

地
を
借
り
て
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の

植
え
付
け
と
コ
ー
ス
の
安
全
確

認
や
城
跡
内
の
散
策
路
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
当
日（
10
月
18
日
予

定
）は
、
森
山
城
跡
で
芋
掘
り

体
験
や
栗
拾
い
、
ま
た
、
森
山

城
跡
の
見
学
や
、
城
主
東と
う

氏
に

つ
い
て
歴
史
研
究
者
に
よ
る
説

明
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、森
山
城
跡
保
全
・

環
境
整
備
の
協
力
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
募
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に

歴
史
的
貴
重
な
財
産
を
守
り
、

憩
い
の
場
所
に
し
ま
し
ょ
う
。

小
見
川
東
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

設
立
年
月
：
平
成
25
年
５
月

会
長
：
髙
橋　

政
一（
阿
玉
川
）

全員が主役になれる場へ
山倉・大角住民自治協議会 設立年月：平成23年７月

会長：吉野　久雄（山倉）

◀平成26年4月
の「春まつり」

▲平成26年8月、猛暑の中で篠竹などの伐採に
汗をかく

足
記
念
事
業「
春
ま
つ

り
」も
、
３
回
と
な
り

ま
し
た
。
地
元
有
志
が
管
理

を
続
け
る「
山
倉
サ
ク
ラ
の

山
公
園
」満
開
の
桜
の
下
に
、

２
０
０
人
以
上
が
集
い
、
守
り

伝
え
る
芸
座
囃
子
で
舞
台
が
始

ま
り
ま
す
。
ダ
ン
ス
・
民
謡
・

和
太
鼓
の
皆
さ
ん
が
日
頃
の
成

果
を
披
露
す
る
と
、
観
客
席
に

は
踊
り
の
大
き
な
輪
が
で
き
、

山
倉
小
学
校
児
童
の
ダ
ン
ス
に

は
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
拍
手
が
鳴

り
響
き
ま
す
。

　

テ
ー
ブ
ル
に
は
、
子
ど
も
た

ち
が
た
て
た
お
抹
茶
が
か
ぼ

ち
ゃ
饅ま
ん

頭じ
ゅ
う

と
一
緒
に
運
ば
れ
、

笑
顔
と
共
に
頂
き
ま
す
。
混
ぜ

ご
飯
・
竹
の
子
汁
・
煮
物
・
あ

え
物
・
紫
い
も
汁し
る

粉こ

等
々
、
懐

か
し
い
味
に
大
満
足
。
ご
近
所
、

久
し
ぶ
り
に
会
う
友
達
同
士
が
、

食
事
に
、
お
し
ゃ
べ
り
に
と
楽

し
い
ひ
と
と
き
で
す
。

　

縁
日
広
場
は
、金
魚
す
く
い
・

か
き
氷
・
唐か
ら

揚
げ
…
、
お
い
し

く
楽
し
い
も
の
が
い
〜
っ
ぱ
い

で
す
。
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
は

お
手
玉
・
折
り
紙
を
お
母
さ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
遊
び
、

教
え
合
う
。
３
世
代
の
ほ
ほ
え

ま
し
い
光
景
に
、
春
ま
つ
り
の

《
意
義
》が
見
え
ま
し
た
。

　

山
倉
・
大
角
住
民
自
治
協
議

会
は
、
春
ま
つ
り
の
ほ
か
に
巡

回
映
画
会
な
ど
特
色
あ
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
は
多

方
面
に
優
れ
た（
隠
れ
た
）人
材

が
大
勢
い
て
、
こ
の
方
々
の
活

躍
が
地
域
を
元
気
に
し
て
く
れ

ま
す
。
住
民
自
治
協
議
会
は
人

材
発
掘
の
機
会
で
あ
り
、
地
域

を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
小
さ
な
組
織
を
生

か
し
、
全
員
が
主
役
と
な
れ
る

場
作
り
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か

ら
が
定
着
へ
の
第
一
歩
で
す
。

何
よ
り
も
支
援
セ
ン
タ
ー
や
地

元
職
員
の
協
力
・
地
域
に
合
っ

た
ア
ド
バ
イ
ス
が
心
強
く
、
大

き
な
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

奈な
ら良　

律り
つ
こ子 (

山
倉
）

【
春
ま
つ
り
実
行
委
員
会
委
員
長
】

 

小お
が
わ川　

春は
る
お雄（
阿
玉
川
）

　
　
　
【
ひ
と
・
交
流
部
会
長
】

Q市はどんな支援をしている？
Ａ 市は「香取市まちづくり条例」に基づ
いて支援しています。ひとつには本庁
および各支所に市民活動支援センター
を設け専任職員を配置しているほか、
市職員の中から地区担当職員を任命し、
活動への協力や情報提供、行政との調
整といった人的支援をしています。
　また、計画策定や毎年の実施事業
に対し補助金を交付し、財政的支援を
行っています。

Ａ 各協議会では、協議会だよりや催
しのチラシなどを作り、地区の皆さん
に事業内容などお知らせしています。
　中には、フェイスブックページ（※）
を開設している協議会もあります。

※インターネット上で情報発信・交流できるサービスの一つ

自治協
まち協 Ｑ＆Ａ

小

発

一山小学区まちづくり協議会
 （山田地区）
　年２～３回発行している協議会だより
「いちやまねっと」のほかに、“旬な情
報をいち早く届けたい”と広報紙等発
行実行委員会がフェイスブックページ
を今年4月に開設。協議会の活動の
様子だけでなく、地元のお祭りなどの
写真も素早く掲載しています。協議会
で作成した「災害時協力井戸マップ」
もここから見られます。
http://www.facebook.com/
ichiyamagakku
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